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　まず、全長約 2. 8 キロメートルにわたる城壁は、基本直線部は版築土塁で、要所は石垣で築
かれており、基底部は約 8メートル、高さ約 6メートルとなっている。基底部には列石が置かれ
ていたが、これは近年の研究により土留ではなく雨水による土塁基底部への浸食保護が目的で設










水口が地面から 1. 2 メートルも離れている点が興味深く、亀田氏は朝鮮半島においては、新羅
地域の山城では水口が地面から離れているものが多数見受けられることを指摘している（亀田
2009）。
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〈 198 〉平成 27 年度　岡山県・兵庫県渡来系関連資料調査報告（多田・山田・奈良・鈴木）
写真 2．鬼ノ城西門
写真 3．南門調査風景
図 3．鬼ノ城全体図（S＝1／10, 000，総社市 2005 より引用）
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専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 3号　2017年3月〈 199 〉
（2）2月 5日（2日目）
総社市内ホテル（8：30）→秦廃寺（8：45 ～ 9：00）→備中国分寺跡（9：00 ～ 9：45）
→造山・千足・榊山古墳（10：00 ～ 10：30）→楯築弥生墳丘墓（10：40 ～ 11：10）
→上東遺跡（11：30 ～ 11：40）→熊山遺跡（13：30 ～ 15：00）
→姫路市内ホテル（16：30）→研究会（17：00 ～ 19：00）
・造山古墳
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には龕を設け、仏像などを納めていたものと推測されている。規模は基底部が一辺約 11 . 7 メー
トルであり、その上に約 7. 7 メートルの一段目、約 5. 2 メートルの二段目、約 3. 5 メートルの
三段目が築造されている。高さは一段目が約 1メートル、二段目が約 1. 2 メートル、三段目が
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〈 204 〉平成 27 年度　岡山県・兵庫県渡来系関連資料調査報告（多田・山田・奈良・鈴木）
（3）2月 6日（3日目）
姫路市内ホテル（8：30）→伊和神社（10：00 ～ 10：45）
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天平宝字 2年 8月 3日 758 伊和恒雄神領を寄進。
大同元年 806 神封 13 戸を給せらる。
貞観元年正月 27 日 859 従五位下勲八等より従四位下に昇る。
元慶 5年 6月 29 日 882 正四位下に進む。
延喜の制名神大社に列す。
國の一宮と称す。
天慶 3年 941 平将門征討の御願報賽として神封 5戸を加増し、天下諸神同時進階
に位階を進める。
正暦 2年 991 正一位に叙せられる。
永久 3年 1116 亘郷務源朝俊より真光寺敷地を寄進せり。
平治元年 8月 2日 1159 社殿焼失。再建する。
永萬元年 1165 紙 200 帖を神祇官に進貢する。
文治 2年 1186 白河法皇、院宣を下して、国司の留守所に講田の惣検校を停め、郷々
散在の講衆住房の在家捍仕を禁止される。
建長元年 4月 1249 再び炎上する。神殿を再興する。







嘉暦年間～建武 2年 1326 ～
1335
国司新田義貞は、雑事米を積む。早期再興を望む。
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〈 206 〉平成 27 年度　岡山県・兵庫県渡来系関連資料調査報告（多田・山田・奈良・鈴木）





















寛文 6年 1667 恒元より黒印領 130 石を捧げ、領主将軍の崇敬をうける。
明和・天明頃 境内樹木の紛争について氏子との出入あり。
嘉永 5年 2月 1852 社殿炎上。
安政 5年 2月 1858 幣殿以下の建物は播磨国内住民の浄財で再建。
文久 2年 4月 1862 領主小笠原貞孚が再建する。
明治 6年 11 月 1873 縣社に列す。
明治 18 年 4 月 1885 國幣小社となる。
明治 45 年 6 月 1911 國幣中社昇格。
兵庫県神職会編『兵庫縣神社誌　中巻』（臨川書店、1984 年、復刻版）をもとに作成
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〈 208 〉平成 27 年度　岡山県・兵庫県渡来系関連資料調査報告（多田・山田・奈良・鈴木）
 　伊和神社の南方約 400 メートル位置する、5世紀中ごろと思われる古墳である。長径 22 メー
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